
★
ま
ち
の
元
気
＆
魅
力
発
信
★
★

Ｒ
it
t
o

広
報
り
っ
と
う

10 2
0
1
6

N
o
.9
3
3

　
４

月
か

ら
治

田
東

児
童

館
内

に
開

設
さ

れ
た

「
栗

東
市

地
域

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
治

田
東

」
は

、
毎

日
多

く
の

笑
顔

で
あ

ふ
れ

て
い

ま
す

。
子

ど
も

た
ち

が
大

人
に

な
る

頃
、

栗
東

は
ど

ん
な

ま
ち

に
な

っ
て

い
る

の
で

し
ょ

う
か

。
　

栗
東

市
は

10月
１

日
で

市
制

施
行

15周
年

。
今

ま
で

も
、

こ
れ

か
ら

も
、

よ
り

よ
い

栗
東

で
あ

り
ま

す
よ

う
に

…
。

※
日

常
の

児
童

館
の

様
子

な
ど

、
栗

東
市

の
魅

力
は

、
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

「
ほ

っ
と

栗
東

」
で

動
画

配
信

し
て

い
ま

す
。

http://w
w

w
.city.ritto.shiga.jp/

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

アド
レ

ス

15

・
特

集
　

市
制

15周
年

…
…

…
…

…
…

…
…

Ｐ
２

～
５

・
ひ

だ
ま

り
の

家
の

取
組

み
…

…
…

…
…

…
Ｐ

６
・

１０月１日から「B型肝炎ワクチン」の定期接種が始まります…
Ｐ

７
・

平成27年度決算の財政健全化判断比率などを公表…
Ｐ

９
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～私のクリエイト体験から～

～私のクリエイト体験から～

平
成
13
年
10
月
１
日
に
市
制
を
施
行
し
、
早
く
も
15

年
の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
栗
東
市
で

は
、
財
政
面
に
お
い
て
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
着
実
な
歩
み
の
中
、
少
し
ず
つ
「
明
る
い
兆
し
」
が

見
え
て
き
ま
し
た
。
市
民
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で

あ
り
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

滋
賀
中
央
信
用
金
庫
栗
東
支
店
様
の
前
に
、
交
通
安
全

を
願
っ
た
石
像
が
あ
り
ま
す
。
栗
東
支
店
の
開
設
15
周
年

を
記
念
し
て
当
時
の
栗
東
町
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す

が
、
私
が
石い

し

工く

職
人
と
し
て
修
行
中
の
頃
、
依
頼
を
受
け
、

懸
命
に
彫
っ
た
も
の
で
す
。
約
30
年
前
、
20
代
前
半
に
、

１
か
月
ほ
ど
か
け
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
全
体
像
を
思
い

描
き
な
が
ら
も
、
手
を
挙
げ
て
横
断
歩
道
を
渡
る
少
年
・

少
女
の
服
の
し
わ
な
ど
、
細
部
に
こ
だ
わ
り
、
交
通
安
全

の
願
い
を
込
め
て
一
心
不
乱
に
作
業
に
没
頭
し
ま
し
た
。

思
い
出
が
詰
ま
っ
た
石
像
は
、
手
原
の
交
差
点
で
今
も
行

き
交
う
人
々
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
も
、
同
じ
こ
と
な
の
だ
と
感
じ
ま
す
。
未

来
を
描
き
、
日
々
、
邁
進
す
る
こ
と
。
そ
の
１
日
１
日
の

積
み
重
ね
が
、
魅
力
あ
る
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
く
と
信
じ

て
い
ま
す
。
本
市
の
魅
力
を
最
大
限
に
活い

か
し
、
誰
も
が

夢
や
希
望
を
持
て
る
ま
ち
を
創
出
し
、「
い
つ
ま
で
も
住

み
続
け
た
く
な
る
安
心
な
元
気
都
市
栗
東
」
の
実
現
を
目

指
す
た
め
、
今
後
も
市
民
皆
さ
ま
の
い
っ
そ
う
の
お
力
添

え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
制
15
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
の
間
を
振
り

返
っ
て
み
ま
す
と
、
激
動
の
15
年
で
あ
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
市
制
施
行
当
時
は
、
ま
ち
の
将
来
に
わ
た
る
発

展
・
繁
栄
へ
の
期
待
に
満
ち
て
い
ま
し
た
が
、
東
海
道
新
幹

線
新
駅
事
業
が
中
止
さ
れ
た
こ
と
で
、
市
と
と
も
に
地
元
自

治
会
も
大
き
な
方
針
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
地
元
住
民
自
ら
の
手
で
地
域
の
元
気

を
創
り
出
す
た
め
、
私
は
当
時
の
自
治
会
長
と
し
て
「
ま

ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
ふ
れ
あ
い
・

話
し
合
い
の
場
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
一
例
を
挙

げ
る
と
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
協
力

の
も
と
、
地
域
の
子
ど
も
を
地
域
で
育
て
る
こ
と
を
理
念

に
「
こ
ど
も
ふ
れ
あ
い
教
室
」
を
、
ま
た
、「
笑
顔
か
ら

始
ま
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
地
域
の
若
い
力
を
結

集
し
、「
上
鈎
池
鯉
の
ぼ
り
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。
地
元
の
皆
さ
ん
の
参
加
・
協
力
に
よ
り
既
存
事
業

も
継
続
す
る
中
で
、
信
頼
、
交
流
が
い
っ
そ
う
深
ま
り
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
活
力
と
元
気
に
満
ち
た
心
豊
か
な
栗
東
の
ま
ち

の
創
造
に
は
、
市
民
一
人
ひ

と
り
の
力
の
結
集
が
必
要
不

可
欠
と
信
じ
て
い
ま
す
。
市

議
会
も
皆
さ
ま
と
と
も
に
力

を
合
わ
せ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市長 野村 昌弘

議長 寺田 範雄

地域の元気、住民の手で

未来を描き、邁進する

創造し 発展していくまちへ

市制１５周年  
　人口６万 8,000 人を超えた栗東市。現在、20 代・30 代の若者比率が高く、全国的な人口減
少の中でも、今後約 20 年間は人口増加が続くと予想される、可能性に満ちたまちです。
　栗東市の「栗」は、「クリエイト（CREATE）：創造する」の「クリ」。まちの主役は市民の
皆さんです。「栗東っていいところだよ！」と思う人が増え、まちへの誇りや愛情が大きくな
ることで、栗東の魅力はさらに広がります。より創造的に、新しいまちをつくっていきましょう。
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オリンピック＆パラリンピックで栗東の選手が活躍
　

栗
東
か
ら
３
人
の
選
手
が
出

場
し
た
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
。
３
人
の
姿
は
多
く
の
人

に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

　

競
泳
（
視
覚
障
害
）
男
子
代
表

と
し
て
出
場
し
た
木
村
敬
一
選

手
は
メ
ダ
ル
４
個
を
獲
得
。
50
ｍ

自
由
形
・
100
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
で
銀

メ
ダ
ル
、
100
ｍ
平
泳
ぎ
・
100
ｍ
自

由
形
で
銅
メ
ダ
ル
と
な
る
大
活

躍
で
、
栗
東
が
沸
き
ま
し
た
。

　

連
日
、
市
民
体
育
館
で
開
催

さ
れ
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー

イ
ン
グ
。
く
す
玉
割
り
な
ど
、

地
元
、
綣
七
里
自
治
会
の
皆
さ

ん
に
よ
る
ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ

る
演
出
で
応
援
や
祝
福
が
さ
れ

ま
し
た
。
最
終
レ
ー
ス
の
９
月

17
日
は
、
早
朝
か
ら
約
１
２
０

人
の
皆
さ
ん
が
木
村
選
手
を
応

援
。
全
レ
ー
ス
の
健
闘
を
た
た

え
、
母
・
正
美
さ
ん
に
自
治
会

か
ら
、
感
謝
状
と
子
ど
も
た
ち

が
手
作
り
し
た
「
金
」
メ
ダ
ル

が
贈
ら
れ
る
と
、
会
場
は
大
き

な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
視
覚
障
害
者
マ
ラ
ソ
ン

女
子
代
表
と
し
て
初
出
場
し
た

近
藤
寛
子
選
手
は
、
５
位
入
賞
。

　

８
月
29
日
に
は
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
代

表
と
し
て
活
躍
し
た
、
田
代
佳

奈
美
選
手
が
市
を
訪
問
。「
次
に

つ
な
が
る
良
い
場
面
も
あ
り
、

力
を
出
し
き
れ
ま
し
た
。
こ
の

経
験
を
生
か
し
、
今
後
に
向
け

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「力を出しきれました」と報告する田代選手

「くりちゃん」が市の魅力をＰＲ中

市民皆さんと協働で市の魅力を発信していきます！

　市のマスコットキャラクター「くりちゃ
ん」。多くの皆さんに栗東のいいところや魅
力をＰＲするために頑張っています。
　11 月の「ゆるキャラグランプリ 2016」に
も出場し、現在、その投票が行
われています。ぜひホームペー
ジから投票して応援してくださ
い（http://www.yurugp.jp/）。
　くりちゃんは、自治会のイベントなどにも
出演することが可能です。積極的に出演のお
声かけをください。
 問広報課 広報・広聴係
　☎ 551-0641　 FAX 554-1123

栗東市が誕生して 15 年。
これからも、一人ひとりの力を合わせ、
より輝く、魅力あるまちへ。

　栗東の魅力を高める、シティセールスの一つとし
て、市では、市民皆さんとの協働による情報発信に
取り組んでいきます。
　まずは、栗東の魅力を皆さんの視点で発信する
facebook から。プロによる写真講座や文章講座な
どで楽しく学びながら進めていきます。メンバー募
集などの詳細は今後の広報などでお知らせします。
 問広報課 広報・広聴係　☎ 551-0641　FAX 554-1123

～あづみゆりこさんの消しゴムはんこから～

銀メダルを掲
げる木村選手

（父・稔さん
が現地で撮影）

～地元の石川紗帆さん（大宝小６年）の手作り
メダル。実際のメダルのように、中に鈴を入
れ、木村選手にも分かるようにと、ビーズ
で表に「銀」、裏に「Rio 2016」の文字～

Happy BirthDay 15 歳 .  

おめでとうございます！木村選手、４個のメダル
栗東の元気創造

木村選手に届け！声援
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私
た
ち
が
目
指
す
の
は
、
人
が
不
便

だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
デ
ザ
イ
ン

で
解
決
し
、「
今
ま
で
こ
う
い
う
の
な

か
っ
た
よ
ね
」
と
思
わ
ず
膝
（
Ｋ
ｎ
ｅ

ｅ
）
を
ポ
ン
（
ｐ
ｏ
ｎ
）
と
打
つ
よ
う

な
「
ニ
ー
ポ
ン
！
」
な
ア
イ
テ
ム
で

す
。
何
気
な
い
日
常
生
活
や
会
話
か
ら

商
品
が
生
ま
れ
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活

の
延
長
上
に
商
品
が
あ
り
、
私
た
ち
が

欲
し
い
も
の
を
作
っ
て
い
ま
す
。
平
成

24
年
度
の
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
に
も

な
っ
た
、
パ
ソ
コ
ン
の
キ
ー
ボ
ー
ド

に
立
て
て
使
う
動
物
型
の
伝
言
メ
モ

「
Ｄデ

ン

グ

ｅ
ｎ
ｇ 

Ｏオ

ンｎ
」
は
、
キ
ー
ボ
ー
ド

の
上
を
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
す
る
発
想
か
ら
生

ま
れ
ま
し
た
。

　

写
真
は
、
栗
東
用
に
作
製
し
た
伝

言
メ
モ
「
Ｄ
ｅ
ｎ
ｇ 

Ｏ
ｎ
」
で
す
。

Ｊ
Ｒ
Ａ
栗
東
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ン

タ
ー
が
あ
る
ま
ち
な
の
で
、競
馬
レ
ー

ス
で
の
ゴ
ー
ル
の
瞬
間
を
キ
ー
ボ
ー

　

デ
ザ
イ
ン
事
務
所
「
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｄ
＆
Ｃ
」

の
「
Ｃ
」
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

を
表
し
て
い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
は
、
自

分
の
思
い
だ
け
で
つ
く
る
も
の
で
は

な
く
、
お
客
さ
ま
と
会
話
し
、
そ
の

気
持
ち
を
カ
タ
チ
に
し
て
い
く
も
の
。

自
分
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
相
手
の
思
い
を
お
聞
き
し
ま

す
。
世
の
中
へ
の
伝
え
方
を
一
緒
に

な
っ
て
考
え
、
ワ
ク
ワ
ク
感
を
添
え

て
「
思
い
」
を
発
信
し
ま
す
。

　

地
域
の
活
動
は
、「
安
養
寺
を
盛
り

上
げ
よ
う
！
」
と
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー

で
「
Ａ+

Ｐ
I
u
s
」
を
立
ち
上
げ
、

安
養
寺
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク「
い
ろ
い
ろ
」

を
つ
く
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
得
意
分
野
が
違
い

ま
す
。
対
等
な
関
係
の
中
で
、
多
様
な

視
点
の
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
一
つ

の
も
の
を
作
り
上
げ
て
い
く
魅
力
は
あ

り
ま
す
。
た
だ
、
あ
く
ま
で
も
作
る
こ

と
が
目
的
で
は
な
く
、
そ
の
過
程
の
中

ド
の
上
に
再
現
し
ま
し
た
。
い
つ
も

は
一
連
の
も
の
で
す
が
、今
回
は
ゴ
ー

ル
の
瞬
間
を
表
現
す
る
た
め
、
３
連

の
作
品
に
し
ま
し
た
。
帰
省
す
る
た

び
、
栗
東
や
湖
南
地
域
の
活
気
に
驚

い
て
い
ま
す
。
住
ん
で
い
る
人
の
思

い
が
一
番
大
切
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

そ
の
思
い
を
受
け
て
栗
東
の
ま
ち
が

よ
り
良
く
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

で
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
を
育
め
る
か

が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、「
黄
色
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

「
い
ち
ょ
う
ま
つ
り
」
は
、
今
年
さ
ら

に
「
音
を
つ
な
ぐ
」
の
テ
ー
マ
も
加

え
て
開
催
し
ま
す
。
私
が
関
わ
る
こ

と
で
、地
域
住
民
や
商
業
者
、協
力
者
、

参
加
者
の
い
ろ
ん
な
立
場
の
人
と
人

が
グ
ッ
と
近
づ
く
、
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「人と人をつなぐ」きっかけづくりに
自分のデザインを役立てたい

不便さをデザインで解決
「ニーポン！」なアイテムを発信

　大阪・京都の広告代理店を経て、平成 18
年に「T

ト ラ ッ ド

RAD＆C」を設立。ブライダル関連
の案件を中心に活動する。その傍ら、安養寺
まちづくり協議会の「A

エ イ プ ラ ス

＋Plus 部会」立ち上
げメンバー。住み親しんだ安養寺で「より元
気に、より楽しいまちづくりを！」と担う。
　10 月に開催する「いちょうまつり」のチラ
シやポスター制作を担当。安養寺のガイドブッ
ク「いろいろ」の企画・デザインも手がけている。

　平成 22 年に夫婦ふたりで結成したデザイ
ン・ユニット「H

ハ イ

I M
モ ジ モ ジ

OJIMOJI」の代表。栗東
市出身でライターの松岡さんがプロデュース
を、グラフィックデザイナーの妻・松田綾子
さんがデザインを担当し、東京で活動。
　アイデアあふれる商品の企画・開発により、
平成24年・27年度はグッドデザイン賞を受賞。
講師としても活躍するとともに、東京都内で
まちの魅力を発信するプロジェクトも展開中。

※アイデアあふれる松岡さんの仕事は、
　http://www.hi-mojimoji.com/で発信中。

まちづくりも、いっそう創造的に。

市民皆さんのアイデアやコミュニケーションで魅力あふれるまちへ。

プロデューサー
松岡 厚志さん（38 歳）

グラフィックデザイナー
吉田 光さん（39 歳）

「馬のまち栗東
」の伝言メモ

安養寺発の冊子

※「いちょうまつり」は、10月10日に開催。詳細はお知らせ版１ページをご覧ください。
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い
と
こ
の
影
響
で
、
高
校
生
の
頃

か
ら
写
真
を
撮
り
始
め
ま
し
た
。
写

真
は
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
。
ず
っ
と
「
人
」
を
撮
り
続

け
て
い
ま
す
。
息
子
が
生
ま
れ
て
か

ら
は
、
家
族
の
素
敵
さ
を
感
じ
て
ほ

し
い
と
願
い
な
が
ら
撮
影
し
て
い
ま

す
。
父
の
想
い
、
母
の
愛
は
、
写
真

に
の
り
、
い
つ
の
日
か
き
っ
と
、
子

ど
も
を
支
え
る
力
に
な
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。
家
族
写
真
は
、
と
て
も
喜

ん
で
も
ら
え
、
私
も
幸
せ
な
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
写
真
は
、
５
年
前
、
息
子
が

１
歳
の
時
に
、
安
養
寺
地
域
の
「
み

ど
り
池
（
下
谷
田
池
）」
で
撮
影
し
た

１
シ
ー
ン
で
す
。
芝
桜
や
ハ
ス
な
ど
、

緑
が
た
く
さ
ん
あ
る
お
気
に
入
り
の

場
所
で
、
毎
年
こ
こ
で
写
真
を
撮
っ

て
い
ま
す
。
今
し
か
で
き
な
い
子
育

て
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
活
動
し
て

　

芸
術
大
学
で
彫
刻
を
学
ん
で
い
て
、

９
年
ほ
ど
前
に
娘
が
生
ま
れ
た
の
を
機

に
、
机
の
上
で
も
で
き
る
実
用
的
な
彫

刻
と
し
て
、
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
を
始
め

ま
し
た
。
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
は
、
下
絵

を
転
写
し
て
、
彫
刻
刀
や
デ
ザ
イ
ン
ナ

イ
フ
で
彫
っ
て
い
き
ま
す
。
よ
い
作
品

に
す
る
に
は
下
絵
が
重
要
で
す
。
デ
ザ

イ
ン
は
、
大
学
に
入
る
前
に
徹
底
的
に

勉
強
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
経
験

が
い
き
て
い
ま
す
。

　

私
の
中
で
栗
東
は
、
馬
の
イ
メ
ー

ジ
。
は
が
き
サ
イ
ズ
で
馬
の
作
品
を

つ
く
り
ま
し
た
。
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー

は
青
で
す
。
リ
ア
ル
さ
と
か
わ
い
さ

と
の
幅
が
難
し
か
っ
た
で
す
。
消
し

ゴ
ム
は
ん
こ
は
、
イ
ン
ク
次
第
で
は
、

服
な
ど
に
押
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
大

き
さ
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
目
的
に
合
わ

せ
て
イ
メ
ー
ジ
も
変
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
実
用
的
な
も
の
か
ら
、
日
々

の
暮
ら
し
を
楽
し
く
す
る
よ
う
な
デ

ザ
イ
ン
性
の
高
い
も
の
ま
で
、
幅
広

い
世
代
で
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み
方
が

で
き
ま
す
。
今
、栗
東
に
住
ん
で
い
て
、

交
通
の
便
も
よ
く
、
田
舎
す
ぎ
ず
、
都

会
す
ぎ
ず
、
住
む
に
は
快
適
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
展
覧

会
や
教
室
開
催
な
ど
に
よ
り
、
手
軽

な
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
の
楽
し
さ
を
広

め
、
皆
さ
ん
に
「
福
」
を
届
け
て
い

き
た
い
で
す
。

い
る
の
も
、
子
ど
も
た
ち
が
「
こ
の

ま
ち
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
思
え

る
よ
う
に
で
す
。
栗
東
の
ま
ち
を
撮
っ

て
公
開
し
、
多
く
の
人
が
「
栗
東
に

住
ん
で
み
た
い
」
と
思
っ
て
く
れ
た

ら
う
れ
し
い
で
す
。「
お
か
え
り
な
さ

い
」
い
つ
も
温
か
く
迎
え
て
く
れ
る

よ
う
な
ま
ち
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

父の想い、母の愛は、写真にのり
いつかきっと支える「力」になる

消しゴムはんこで、幅広い世代に
「福」を届ける

　芸術大学で写真を学び、フォトグラファ
ーに。出産をきっかけに、愛しいわが子を
かわいく撮るための初心者向けカメラ教室

「mama's photo salon」をオープン。県内で
写真教室や出張撮影を展開。
　安養寺景観まちづくり協議会の「A

エ イ プ ラ ス

＋Plus
部会」メンバーとして、ガイドブック「いろ
いろ」の写真撮影、また、市内幼児園での写
真撮影などでも活躍中。

　「はんこや福々堂」ブランドでオリジナル
消しゴムはんこの創作活動を展開。県内をは
じめ、近隣県での教室・ワークショップなど
で消しゴムはんこの楽しさを広めている。展
覧会や生徒の皆さんとの合同展も開催。
　昨年の「いちょうまつり」では、消しゴム
はんこで、オリジナルのガーゼハンカチをつ
くるワークショップを開催。今年の「いちょ
うまつり」にも出展予定。

※家族写真の撮影をはじめ、橋本さんの仕事は、
　http://www.petit-ticket.com/photo.htmlで発信中。

        　の思いを込め、栗東にゆかりのあるクリエイターの

　　  　皆さんが、作品とメッセージを届けてくれました。

クリ
エイト」「まちを

消しゴムはんこ作家
あづみ ゆりこさん（38 歳）

ママフォトグラファー
橋本 香

きょう

子
こ

さん（37 歳）＆息子・カイさん

カイさんの写真

馬の消しゴムは
んこ

※このページのあづみさんの顔写真も、展覧会で橋本さんが撮影したものです。
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問
ひ
だ
ま
り
の
家

  

☎
552-

１
０
０
０ 　

552-

１
１
５
４

FAX

「輝く明日へ」
人権シリーズ②

～
ひ
だ
ま
り
の
家
の
取
組
み
～

福
祉
と
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
の
発
信
拠
点

　

十
里
に
あ
る
ひ
だ
ま
り
の
家
は
、「
福
祉
と
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
の
発
信
拠
点
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
市
の
施
設
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
機
能
を
も
つ
隣
保
館
と
し
て
、
人
と
人
と
が
つ
な
が
り
あ
い
、
人
権
が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
教
育
事
業
や
啓
発
・
交
流
事
業
、
福
祉
事
業
、
相
談
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

玄
関
を
入
る
と
す
ぐ
に
図
書
コ
ー
ナ

ー
が
あ
り
、
児
童
書
や
人
権
図
書
を
中

心
に
約
1
万
３
千
冊
の
本
が
並
ん
で
い

ま
す
。
小
さ
い
頃
か
ら
本
に
親
し
む
習

慣
を
つ
け
る
こ
と
、
ま
た
、
本
を
と
お

し
て
親
子
、
子
ど
も
同
士
、
親
同
士
な

ど
広
く
交
流
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、
お
は
な
し
会
や
親
子
ふ
れ
あ
い
活

動
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、館
内
に
は
、「
人
権
の
木
」
や
、

人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か
れ
た
「
に
じ

い
ろ
の
さ
か
な
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ど
の
作
品
も
多
く
の
人
の
参

加
に
よ
り
出
来
あ
が
っ
た
も

の
で
、
人
権
に
対
す
る
思
い

が
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

長
さ
10
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
十
里
ま
ち
づ
く
り
事
業
の

年
表
は
、
事
業
内
容
の
列
挙

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
そ
の
当
時
の
思
い
を

聞
き
、
写
真
や
吹
き
出
し
、
十
里
ま
ち

づ
く
り
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の
記
事
を
引
用

し
、
分
か
り
や
す
く
事
業
の
概
要
、
地

域
の
思
い
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
解
放
の
力
を
つ
け
、
自

己
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
就
学
前
、
小
・

中
学
生
の
自
主
活
動
学
級
を
行
っ
て
い
ま

す
。
自
尊
感
情
を
高
め
る
こ
と
や
解
放
の

た
め
の
確
か
な
学
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と

な
ど
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

大
宝
西
学
区
の
小
学
生
を
対
象
に
し
た

「
こ
こ
ろ
の
た
い
け
ん
ク
ラ
ブ
」
は
、
地

域
周
辺
に
あ
る
偏
見
や
決
め
つ
け
の
解
消

に
向
け
、
地
域
の
魅
力
を
知
る
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

の
交
流
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

　

大
宝
西
学
区
の
０
～
1
歳
児
を
対
象

に
し
た
子
育
て
支
援
事
業
「
ぽ
か
ぽ
か

ひ
ろ
ば
」
で
は
十
里
地
域
と
近
隣
地
域

の
交
流
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
親
子

で
活
動
で
き
る
遊
び
場
を
提
供
し
、
育

児
仲
間
を
広
げ
、
差
別
と
向
き
合
え
る

仲
間
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す

　

ま
た
、
ひ
だ
ま
り
の
家
で
は
パ
ソ
コ

ン
教
室
な
ど
の
各
種
講
座
や
、
大
正
琴

な
ど
の
自
主
活
動
学
級
が
あ
り
、
幅
広

い
世
代
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
利
用
者

に
施
設
の
目
的
や
取
り
組
み
を
知
っ
て

も
ら
う
と
同
時
に
、「
関
わ
り
を
も
っ
て
も

ら
う
」
こ
と
に
焦
点
を
置
き
、「
講
座
や
自

主
活
動
学
級
を
支
え
て
い
る
」
と
い
う
意

識
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　

例
年
10
月
の
第
３
土･

日
曜
日
に
行

わ
れ
る
「
大
宝
西
ふ
れ
あ
い
解
放
文
化

祭
」
は
、
差
別
を
な
く
し
た
い
願
い
・

思
い
を
伝
え
、
み
ん
な
で
共
有
す
る
機

会
で
す
。
約
50
人
の
メ
ン
バ
ー
で
実
行

委
員
会
を
組
織
し
、
人
権
啓
発
劇
の
上

演
や
部
落
差
別
問
題
学
習
、
各
種
展
示

発
表
、
人
権
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
制
作
、

コ
ン
サ
ー
ト
、
模
擬
店
な
ど
多
様
な
催

し
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

21
回
目
を
迎
え
る
今
年
の
テ
ー
マ
は

「
人
と
人  

つ
な
が
っ
て　

広
げ
よ
う

人
権
の
輪
」
で
す
。
新
し
い
人
と
人
の

つ
な
が
り
が
、
縦
に
も
横
に
も
つ
な
が

り
、
大
き
く
広
が
っ
て
、
人
権
社
会
の

発
展
に
つ
な
が
る
と
い
う
思
い
を
込
め

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
日
時
…
10
月
15
日
㈯　

11
時
～

　
　
　
　

10
月
16
日
㈰　

10
時
30
分
～

■
場
所
…
ひ
だ
ま
り
の
家
お
よ
び
周
辺

人
権
を
考
え
る
き
っ
か
け
の
場

教
育
・
啓
発
・
交
流
活
動

大
宝
西
ふ
れ
あ
い
解
放
文
化
祭

長さ10メートルを超える
十里まちづくり事業の年表

地域の魅力を知る「こころのたいけんクラブ」
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平
成
27
年
度

介
護
保
険
事
業
運
営
状
況

表１　歳入総額のうち介護給付費の財源内訳　
金　額 構成比

第１号被保険者介護保険料 7億5,488万9千円 26.5%
介護給付費支払基金交付金（第２号被保険者） 7億9,969万8千円 28.0%
介護給付費準備基金繰入金 0円 0.0%
国 庫 支 出 金 5億2,727万１千円 18.5%
介護給付費財政調整交付金 ５４８万3千円 0.2%
県 支 出 金 4億   750万４千円 14.3%
繰 入 金(栗 東 市 負 担 分 ） 3億5,640万5千円 12.5%
合　　　　　　　　　　　計 28億5,125万円 100.0%

医療機関 住所 電話
うつのみや医院 十里136-2 552-1888

片岡クリニック
安 養 寺 八 丁 目
1-33ナ カ ザ ワ メ
ディカルビル２Ｆ

554-7415

きづきクリニック 岡195-1 553-8051
☆ごとう医院 御園1829-1 559-2782
こびらい生協
診療所

小 平 井 三 丁
目2-25 553-9696

三愛小児科
診療所

小 柿 六 丁 目
10-2 553-6656

耳鼻咽喉科
岩崎医院

霊仙寺一丁目1-32
カサベルデ１Ｆ 552-8719

てはらクリニック 手原五丁目6-12 554-1112
パームこども
クリニック 野尻440 551-2110

ひえだ医院 辻251-5 551-5388
まるやま医院
（日曜日可）

野尻590
あかつきビル１Ｆ 554-8881

栗東よしおか小児科 綣三丁目5-17 596-3700
☆済生会滋賀県病院 大橋二丁目4-1 552-1221

表２　歳出総額のうち介護給付費の支給内訳
　介護認定を受けた人が利用した介護サービス費用の９割または８割を保
険から給付しています。残りの１割または２割は利用者が負担しています。

金　額 構成比
居 宅 介 護 サ ー ビ ス 費 15億6,111万7千円 5４．８%
施 設 介 護 サ ー ビ ス 費 8億2,460万1千円 28.9%
地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 費 1億8,918万5千円 6.6%
介 護 予 防 サ ー ビ ス 費 1億1,557万8千円 4.1%
特定入所者介護サービス費 8,782万6千円 3.1%
高 額 介 護 サ ー ビ ス 費 4,576万8千円 1.6%
高額医療合算介護サービス費 660万2千円 0.2%
住 宅 改 修 費 1,318万1千円 0.5%
審 査 支 払 手 数 料 344万2千円 0.1%
福 祉 用 具 購 入 費 395万円 0.1%
合 計 28億5,125万円 100.0%

　

介
護
保
険
は
、
社
会
全
体
で
支
え
る

制
度
で
す
。

　

平
成
27
年
度
の
事
業
運
営
収
支
は
歳

入
総
額
で
31
億
1
６
６
８
万
円
で
す
。

表
１
の
ほ
か
地
域
支
援
事
業
分
に
か
か

る
介
護
保
険
料
や
国
、
県
お
よ
び
市
な

ど
が
拠
出
す
る
交
付
金
や
繰
入
金
な
ど

が
あ
り
ま
す
。 

 
 

　

一
方
、
歳
出
総
額
は
30
億
４
６
７
４
万

2
千
円
で
、
表
2
の
介
護
給
付
費
の
ほ

か
要
介
護
認
定
審
査
な
ど
運
営
上
の
経

常
事
務
経
費
や
地
域
支
援
事
業
に
か
か

る
必
要
経
費
な
ど
に
支
出
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
高
齢
化
率
の
上
昇
な
ど
に
伴

の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

■
接
種
期
間
…
１
歳
の
誕
生
日
の
前
日

ま
で
に
３
回
の
接
種
を
終
了
し
ま
す
。

■
料
金
…
無
料

■
標
準
的
な
回
数
と
間
隔
…
合
計
３
回

接
種
し
ま
す
。

・
１
回
目
：
生
後
２
か
月
以
降

・
２
回
目
：
１
回
目
接
種
か
ら
27
日

（
４
週
）
以
上
の
間
隔
を
あ
け
る

・
３
回
目
：
１
回
目
の
接
種
か
ら

１
３
９
日
（
20
週
）
以
上
の
間
隔
を

あ
け
る

■
接
種
方
法
…
医
療
機
関
で
の
個
別
接

種
（
実
施
医
療
機
関
は
表
参
照
）

※
１
歳
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
定
期
接

種
の
対
象
外
と
な
り
、
費
用
も
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

う
要
介
護
認
定
者
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

介
護
給
付
費
は
前
年
度
と
比
較
す
る
と

4
・
８
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、
本
市
の
介
護
保
険
を
運
営
す

る
う
え
で
貴
重
な
財
源
と
し
て
満
40
歳

以
上
の
被
保
険
者
に
負
担
い
た
だ
い
て

い
る
介
護
保
険
料
は
、
要
介
護
や
要
支

援
の
認
定
を
受
け
た
人
が
利
用
し
た
介

護(

介
護
予
防)

サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る

給
付
費
の
支
払
い
や
地
域
支
援
事
業
の

推
進
経
費
に
の
み
充
て
て
い
ま
す
。
実

績
額
な
ど
は
表
の
と
お
り
で
す
。

問
長
寿
福
祉
課 

介
護
保
険
係

  

☎
551-

０
２
８
１ 　

551-

０
５
４
８

問
健
康
増
進
課 
管
理
係
  

☎
554-

６
１
０
０ 　

554-

６
１
０
１

FAX

10月１日から「Ｂ型肝炎ワクチン」の定期接種が始まります
■
Ｂ
型
肝
炎
と
は
…

　

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
病

気
で
す
。
感
染
状
態
が
続
く
と

慢
性
肝
炎
や
肝
硬
変
・
肝
が
ん

な
ど
命
に
関
わ
る
病
気
を
引
き

起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。　

　

抗
体
獲
得
率
の
高
い
０
歳
児

の
時
期
に
接
種
を
し
て
予
防
を

心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
対
象
者
…
平
成
28
年
４
月
１

日
以
降
に
出
生
し
た
１
歳
未

満
の
人

※
た
だ
し
、
母
子
感
染
予
防
の

た
め
に
Ｈ
Ｂ
ｓ
人
免
疫
グ
ロ

ブ
リ
ン
の
投
与
に
併
せ
て

　

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

を
受
け
た
場
合
は
、
保
険
適

用
と
な
る
た
め
、
定
期
接
種

FAX

▼B型肝炎予防接種実施医療機関

※受診前に必ず予約確認をしてください。
☆はかかりつけ患者のみ実施。
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８
月
27
日
、
葉
山
東
小
学
校

一
帯
で
「
栗
東
市
防
災
総
合
訓

練
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

震
度
６
強
の
地
震
が
発
生
し

た
と
の
想
定
の
も
と
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
防
災
機
関
が
連
携
し

な
が
ら
訓
練
を
展
開
。

　

土
砂
災
害
防
止
活
動
（
水
防

工
法
）、
避
難
所
運
営
訓
練
（
Ｈ

Ｕ
Ｇ
）、
水
害
図
上
訓
練
（
Ｒ
Ｉ

Ｄ
Ｉ
Ｇ
）、
応
急
炊
飯
訓
練
な

ど
、
市
民
参
加
に
よ
る
学
習
体

験
型
の
訓
練
が
多
く
盛
り
込
ま

れ
、
市
全
体
の
防
災
力
の
向

上
に
つ
な
が
る
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

※
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
…

　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
温
か
く

見
守
り
、
支
援
す
る
応
援
者
で
あ
る

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成
す

る
講
座
で
す
。

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が
気
軽
に

集
え
る
場
と
し
て
、「
第
１
回
に
こ
に

こ
カ
フ
ェ
・
こ
ん
ぜ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が

ら
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で

認
知
症
や
介
護
に
つ
い
て
の
ミ
ニ
講

座
、
介
護
予
防
体
操
や
専
門
の
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
介
護
相
談
も
で
き
ま
す
。

　

時
間
内
は
自
由
に
出
入
り
で
き
ま

す
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
…
10
月
28
日
㈮

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

◦
場
所
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
金
勝

◦
参
加
費
…
１
０
０
円

問
こ
ん
ぜ
の
郷
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
（
担
当
：
白
木
）

     

☎
558-

０
０
５
６

◦
開
講
日
…
10
月
25
日
㈫

　
　
　
　

   

９
時
30
分
～
16
時
30
分

◦
場
所
…
草
津
保
健
所
（
草
津
市
）

◦
対
象
…
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満

た
す
人
で
、
月
2
回
程
度
の
「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
※
」
の
講

師
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
え
る
人

　

①
認
知
症
介
護
指
導
者
養
成
研
修
修

了
者
②
認
知
症
介
護
実
践
リ
ー
ダ
ー

研
修
修
了
者
③
介
護
相
談
員
④
「
公

益
社
団
法
人
認
知
症
の
人
と
家
族
の

会
」
会
員
⑤
そ
の
他
認
知
症
に
関
す

る
基
本
的
な
知
識
や
介
護
経
験
な
ど

が
あ
り
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
の

業
務
を
適
切
に
実
施
で
き
る
と
認
め

ら
れ
る
人

◦
受
講
料
…
無
料　
　
　
　
　
　

◦
申
込
み
…
10
月
7
日
㈮ 

17
時
ま
で

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

  　

☎
551-

０
２
８
５ 　

551-

０
５
４
８

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

  

☎
551-

０
２
８
５ 　

551-

０
５
４
８

FAX

FAX

「
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
養
成
講
座
」
受
講
者
募
集

「
に
こ
に
こ
カ
フ
ェ
・
こ
ん
ぜ
」
を
開
催

認知症になっても安心して
暮らし続けられる栗東市を目指して

認知症キャラバン・メイト養成講座

①④倒壊家屋からの救出救助訓練②水害図上訓練③広域避難所運営訓練などにより、
土砂災害・地震災害への対応を訓練しました

防
災
総
合
訓
練
で
防
災
力
向
上

１３

２４
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　本市の平成27年度決算における健全化判断比
率は、いずれも早期健全化基準を下回っています。
　将来負担比率については、市の負担する債務残
高を低減させたことなどにより、昨年度の206.9
％から20.8ポイント減少しました。しかし、他
市との比較においては依然として非常に高い比率
ですので引き続き低減努力を行います。
　実質公債費比率については、昨年度の17.4％と
比較し0.1ポイント減少しました。しかし、平成
25年度に市土地開発公社の抜本的改革として、第
三セクター等改革推進債を発行したことから、今
後はその償還が比率に負の影響を及ぼします。
　今後も、中長期的な財政見通しをもって、早期
の財政健全化に向けた取り組みを進めていきます。
市民の皆さんのご理解をお願いします。

区分 栗東市 経営健全
化基準

財政再生
基準

大津湖南都市計画事業栗東駅前
土地区画整理事業特別会計 不足なし 20.0 制度なし

農業集落排水事業 
特別会計 不足なし 20.0 制度なし

水道事業会計 不足なし 20.0 制度なし

公共下水道事業 
会計 不足なし 20.0 制度なし

●平成27年度決算における資金不足比率（表２）
（単位：％）

●平成27年度決算における健全化判断比率（表１）

区分 栗東市 早期健全化
基準

財政再生
基準

実質赤字
比率 赤字なし 12.87 20.0

連結実質
赤字比率 赤字なし 17.87 30.0

実質公債費
比率 17.3 25.0 35.0

将来負担
比率 186.1 350.0 制度なし

（単位：％）

問財政課 財政係　☎551-0100　 FAX 554-1123

注 １【一般会計など】…市では、「一般会計」「土地
取得特別会計」「墓地公園特別会計」「大津湖南都
市計画事業栗東新都心土地区画整理事業特別会計」
があります。

注 ２【標準財政規模】…地方公共団体の一般財源（使
途が特定されていない財源）の標準規模を示すも
ので、税収入・各種譲与税・県税交付金などで構
成されます。

注 ３【公営企業会計】…市では、「大津湖南都市計画
事業栗東駅前土地区画整理事業特別会計」「農業集
落排水事業特別会計」「水道事業会計」「公共下水
道事業会計」があります。

平成27年度決算の財政健全化判断比率などを公表
　地方公共団体の財政状況にかかる情報の公開
度、透明度を高めて、その団体の財政事情を市民
の皆さんにより分かりやすくすることと、財政事
情の悪化を未然に防ぐことを目的として「地方公
共団体の財政の健全化に関する法律」が、平成
19年６月に公布されました。
　この法律では、特別会計や公営企業会計も合わ
せた連結決算により、地方公共団体の財政の健全
性を判断する下記①～④の指標（財政健全化判断
比率）と、公営企業の経営健全性を判断する指標

（資金不足比率）で明らかにし、「早期健全化」と
「財政再生」の２段階で財政の悪化具合をチェッ
クします。
　この比率は、平成19年度決算から公表が義務
付けられ、平成20年度決算以降は、比率が一定
の基準を超える団体は、「早期健全化計画」ある
いは「財政再生計画」を策定し、早急に財政事情
の改善に努めなければなりません。

◆市財政の健全性を判断する指標（表１）
① 実質赤字比率…一般会計など（注１）の実質赤

字が標準財政規模（注２）に占める割合
② 連結実質赤字比率…本市の全会計の実質赤字
（または資金不足額）が標準財政規模に占める
割合

③ 実質公債費比率…一般会計などが負担する公債
費が標準財政規模に占める割合

④ 将来負担比率…一般会計などが将来負担すべき
債務が標準財政規模に占める割合

◆公営企業の経営健全性を判断する指標（表２）
◦ 資金不足比率…資金不足額が公営企業会計
（注３）の事業規模に占める割合
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りっとうの
商工振興

り
っ
と
う
創
業
塾
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
で
創
業
支
援

問
商
工
観
光
課 

商
工
振
興
係

  

☎
551-

０
２
３
６ 　

551-

０
１
４
８

問
生
活
交
通
課 

交
通
対
策
係

  

☎
551-

０
２
９
１ 　

551-

０
１
４
９

FAX

FAX

り
っ
と
う
創
業
塾

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業

　

創
業
に
興
味
の
あ
る
人
、
将
来
独
立

開
業
を
考
え
て
い
る
人
、
創
業
後
５
年

以
内
の
人
な
ど
を
対
象
に
開
講
す
る
創

業
に
向
け
た
知
識
を
習
得
す
る
講
座
で

す
。
税
理
士
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
ナ
ー
、
行
政
書
士
、
社
会
保
険
労

務
士
、
弁
護
士
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
講
師
陣
が
受
講
者
の
創
業
の
夢

の
実
現
に
向
け
て
幅
広
く
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

　

ま
た
、
り
っ
と
う
創
業
塾
は
特
定
創

業
支
援
事
業
に
位
置
づ
け
て
お
り
、
実

施
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
了
し
、
栗
東
市

の
証
明
を
受
け
た
人
は
創
業
時
に
次
の

特
典
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
①
会
社
設
立
時
の
登
録
免
許
税
が
半
額

と
な
り
ま
す
（
市
内
で
会
社
を
設
立

し
た
場
合
の
み
）。

②
無
担
保
・
第
３
者
保
証
人
な
し
の
創
業

関
連
保
証
の
枠
が
１
０
０
０
万
円
か

ら
１
５
０
０
万
円
に
拡
充
し
、
事
業
開

始
６
か
月
前
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

③
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
「
新
創
業
融

資
制
度
」
に
つ
い
て
、
創
業
資
金
総

額
の
10
分
の
１
以
上
の
自
己
資
金
要

件
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

趣
味
や
特
技
を
い
か
し
て
お
店
を
開

き
た
い
が
、
実
際
に
店
舗
を
持
つ
の
は

ま
だ
自
信
が
な
い
な
ど
の
不
安
を
抱
え

て
い
る
創
業
希
望
者
が
、
Ｊ
Ｒ
栗
東
駅

前
の
ウ
イ
ン
グ
プ
ラ
ザ
内
の
施
設
に
出

店
し
、独
立
開
業
を
目
指
す
事
業
で
す
。

　

栗
東
市
商
工
会
の
担
当
職
員
が
経
営

指
導
な
ど
の
支
援
を
行
い
、
出
店
者
が

実
践
の
中
で
店
舗
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

習
得
し
、
創
業
の
夢
へ
の
一
歩
を
踏
み

出
せ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

栗
東
市
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

今
月
は
、
産
業
競
争
力
強
化
法
に
基
づ
き
、
国
の
認
定
を
受
け
た
栗
東
市
創
業
支
援
事
業
計
画

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
「
り
っ
と
う
創
業
塾
」「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
」
を
紹
介
し
ま
す
。

自転車損害賠償保険に加入しましょう
　

10
月
か
ら
「
滋
賀
県
自
転
車

の
安
全
で
適
正
な
利
用
の
促
進

に
関
す
る
条
例
（
滋
賀
県
自
転

車
条
例
）」
で
、
自
転
車
損
害
賠

償
保
険
な
ど
へ
の
加
入
が
義
務

化
さ
れ
ま
し
た
。
自
転
車
は
法

律
上
、
自
動
車
と
同
じ
「
車
両
」

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
交
通
事
故
を
起
こ
せ

ば
刑
事
上
の
責
任
や
民
事
上
の

責
任
、
道
義
的
な
責
任
を
負
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

事
故
を
起
こ
さ
な
い
こ
と

が
一
番
で
す
が
、
自
分
や
家
族

を
守
る
た
め
に
も
自
転
車
損

害
賠
償
保
険
な
ど
に
加
入
し

ま
し
ょ
う
。

■
自
転
車
損
害
賠
償
保
険
の
種
類

　

多
種
類
あ
り
ま
す
の
で
、
自
分
や
家

族
に
あ
っ
た
保
険
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

①
自
転
車
向
け
損
害
賠
償
保
険
…

　

自
転
車
事
故
に
備
え
た
保
険
で
、
滋

賀
県
交
通
安
全
協
会
や
各
損
害
保
険

会
社
、
各
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
が
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

②
個
人
賠
償
責
任
保
険
…

　

自
動
車
保
険
や
火
災
保
険
、
傷
害
保

険
、
各
種
共
済
、
団
体
保
険
な
ど
に

付
帯
す
る
個
人
賠
償
責
任
保
険
で
、

各
損
害
保
険
会
社
や
各
共
済
組
合
が

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

③
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
付
帯
保
険
…

　

自
転
車
安
全
整
備
店
で
整
備
さ
れ
た

自
転
車
に
貼
付
さ
れ
る
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク

に
保
険
が
付
帯
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
と
は

年
に
１
回
、
自
転
車
安

全
整
備
店
で
、
有
料
の

点
検
・
整
備
を
受
け
、

Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
の
貼
り
付
け
を
依
頼
す
る

と
、
整
備
済
み
の
自
転
車
に
貼
り
付
け

ら
れ
ま
す
。
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
に
は
「
傷
害

保
険
」
や
「
対
人
賠
償
責
任
保
険
」
が

付
帯
し
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
の
保

険
の
有
効
期
限
は
、
自
転
車
安
全
整
備

士
が
整
備
し
た
日
か
ら
１
年
間
で
す
。

【自転車が加害者となった事故の例】
①自転車と歩行者の事故
　小学生の児童が自転車で坂を下っている際

に女性と衝突。被害者は寝たきりの状態と
なった。→損害賠償額：約 9,500 万円

②自転車同士の事故
　男子高校生が車道を横断し、対向車線の自

転車の男性と衝突。被害者には後遺障害が
残った。→損害賠償額：約 9,300 万円
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　食事は楽しく、和やかに

～栗東市子育てのための12か条＜子どもへの接し方４か条＞～

子育て情報
～むし歯は初期（小さい時期）に治療しましょう～

～路上喫煙はやめましょう～

■国民健康保険税の納税義務者は世帯主
　世帯主が国保加入者でない場合でも納税義
務者となります（擬制世帯主）。
■前年中の所得が一定額以下の世帯は均等

割、平等割が軽減
・７割軽減：世帯の所得合計額が33万円以下
・５割軽減：世帯の所得合計額が33万円＋（26.5

万円×被保険者数）以下
・２割軽減：世帯の所得合計額が33万円＋（48

万円×被保険者数）以下
■非自発的失業者への軽減
・対象者：離職時点で65歳未満であること、

離職日が平成21年３月31日以降であるこ
と、雇用保険受給資格者証をお持ちで、離
職理由コードが規定のものに該当する人。

・軽減内容：前年の給与所得を100分の30
として、所得割の算定や均等割、平等割の
軽減判定をします。

・軽減期間：離職日の翌日の属する月から、
その月の属する年度の翌年度末まで。

※軽減を受けるためには申請が必要です。

国民健康保険税の軽減

提出先・問合せ…税務課 市民税係　
　　　　 ☎ 551-0106　 FAX 551-2010

　路上喫煙は、子どもをはじめ他の歩行者に
直接的な危害を加える可能性があるだけでな
く、受動喫煙による健康への被害を与えま
す。また、吸い殻のポイ捨てにより、街の美
観を損ねるなど多くの迷惑行為が社会問題化
しています。
　市では、路上喫煙の防止に関する条例を制
定し、路上喫煙の防止に取り組んでいます。
ともに協力し、マナーやモラル意識の高い、
安心・安全で快適なまちにしていきましょう。
■喫煙者の皆さんへ
・屋外では他人に迷惑を及ぼす恐れのある歩

行中（自転車運転中を含む）の喫煙はやめ、
指定場所で喫煙しましょう。

 ・マナーを自覚し、吸い殻は
適正に処理しましょう。

問健康増進課 母子保健係
　☎ 554-6100　 FAX 554-6101

問環境政策課 生活環境係
　☎ 551-0341　 FAX 554-1123

　むし歯（Ｃ）は進行状況によってＣ０～Ｃ４の
５段階に分類されます。

Ｃ０：むし歯の初期段階でエナメル質が少し溶け
はじめて、白く濁っていたり、溝が茶色く
なっていたりします。

Ｃ１：歯の表面に穴があいた状態で、痛みはあり
ません。

Ｃ２：まだ神経に達していないので痛みはありま
せんが冷たいもの、甘いものがしみる事が
あります。

Ｃ３：むし歯が神経に達し激しい痛みをともない
ます。

Ｃ４：神経が死んでしまった状態です。

【それぞれの治療法】
Ｃ０：適切な歯みがきやフッ素塗布などで治るこ

ともあります。
Ｃ１：再石灰化に期待または削って詰めるなど最

小限ですみます。　　　
Ｃ２：削って詰めるまたは型取りして銀歯などを

詰めます。　　　　　　　　　
Ｃ３：残念ながら歯を大きく削り，神経を取り除

きます。
Ｃ４：歯の保存が困難になり抜歯に至るケースが

多いです。

　Ｃ３やＣ４の状態になるまで、むし歯を放置す
ると歯を失う可能性が高くなります。また、むし
歯は放置すればするほど、治療回数や治療日数が
増加して、治療費もかかるため、むし歯が小さい
うちに治療することが大事です。
　そのためにも、かかりつけ歯科医を持ち、年に
１～２回は大人も子どもも歯の定期検診を受けま
しょう。
＜栗東市歯科保健専門委員会＞
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《栗東中学校》「ありがとうが言える子育て」

したらアカン　自分がされて　イヤな事
～平成27年度人権啓発標語 佳作作品～

　

栗
東
中
学
校
で
は
、「
あ
り
が
と
う
が

言
え
る
子
育
て
」
に
加
え
、「
小
中
連
携

に
よ
る
確
か
な
学
力
向
上
推
進
会
議
」

の
共
通
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

小
学
校
で
あ
い
さ
つ
の
習
慣
な
ど
を

し
っ
か
り
身
に
付
け
て
き
た
子
ど
も
た

ち
も
、
中
学
校
に
な
る
と
、
分
か
っ
て

い
て
も
感
謝
や
反
省
の
気
持
ち
を
言
葉

や
態
度
に
表
す
こ
と
を
極
端
に
恥
ず
か

し
が
り
ま
す
。
そ
う
し
た
思
春
期
・
反

抗
期
を
迎
え
た
子
ど
も
た
ち
特
有
の

「
は
に
か
み
」
を
理
解
し
つ
つ
も
、
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
の
学
校
行
事
や
ふ

だ
ん
の
道
徳
の
時
間
後
の
振
り
返
り
の

機
会
を
と
ら
え
て
、「
あ
り
が
と
う
」「
ご

め
ん
な
さ
い
」
を
表
現
で
き
る
働
き
か

け
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

取
組
み
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
本

物
の
「
あ
り
が
と
う
」「
ご
め
ん
な
さ

い
」
を
身
に
付
け
て
く
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す

（
写
真
は
、

道
徳
の
振
り

返
り
を
掲
載

し
た
学
級
通

信
）。

く
り
ち
ゃ
ん
元
気
い
っ
ぱ
い
運
動
　
第
３
弾

＊
あ
り
が
と
う
が
言
え
る
子
育
て
　
　
＊
31

FAX
問
学
校
教
育
課　

　

☎
551-

０
１
３
０

　
　

551-

０
１
４
９

　

市
は
、
毎
年
10
月
10
日
を
「
堂
々

り
っ
と
う
景
観
記
念
日
」
と
し
て
位

置
付
け
、
景
観
に
対
す
る
意
識
啓
発

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

普
段
、
目
に
し
て
い
る
景
観
は
少

し
ず
つ
変
化
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

変
化
に
は
気
付
き
に
く
く
、
何
年
か

経
っ
た
後
に
、
ず
い
ぶ
ん
街
並
み
が

変
化
し
て
い
る
こ
と
に
驚
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
あ
な
た
の
家

の
近
く
を
写
真
で
撮
っ
て
お
く
と
し

ま
す
。
数
年
度
、
見
返
し
た
と
き
に

ど
ん
な
驚
き
が
あ
っ
た
ら
う
れ
し
い

で
す
か
。「
全
然
変
わ
ら
な
い
」
と
か

「
ず
い
ぶ
ん
街
並
み
が
き
れ
い
に
な
っ

た
」
な
ど
で
し
ょ
う
か
。

　

変
わ
ら
な
い
で
い
て
ほ
し
い
景
観

は
、
そ
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
が
う
れ

し
い
で
す
し
、
雑
然
と
し
た
街
並
み

は
、
統
一
感
が
増
し
て
す
っ
き
り
す

る
と
、
き
れ
い
に
な
っ
て
う
れ
し
い

と
思
い
ま
す
。「
こ
の
景
観
を
残
し

た
い
」「
こ
ん
な
景
観
を
増
や
し
た

い
」
と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、
景

観
形
成
へ
の
第
一
歩
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

本
市
で
は
、
今
年
の
２
月
か
ら
１

年
間
か
け
て
、
市
内
の
景
観
写
真
や

絵
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
写
真
や
絵

自
体
の
良
し
悪
し
は
問
い
ま
せ
ん
。

携
帯
電
話
で
撮
っ
た
も
の
で
も
も
ち

ろ
ん
構
い
ま
せ
ん
。「
こ
の
風
景
が

好
き
」「
栗
東
ら
し
い
」
な
ど
、
あ

な
た
の
好
き
な
「
り
っ
と
う
」
や
、

栗
東
ら
し
い
と
思
う
景
観
の
写
真
や

絵
に
コ
メ
ン
ト
を
添
え
て
応
募
し
て

く
だ
さ
い
（
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
を
ク
リ
ッ
ク
し
て

く
だ
さ
い
）。

　

応
募
い
た
だ
い
た
栗
東
の
景
観

は
、「
り
っ
と
う
景
観
図
鑑
」
と
し

て
皆
さ
ん
に
見
て
も
ら
う
予
定
で

す
。
自
然
や
祭
り
の
風
景
、
建
物
や

街
並
み
、
窓
か
ら
見
え
る
景
色
や
通

勤
・
通
学
の
風
景
、
季
節
を
感
じ
る

景
色
や
日
々
の
暮
ら
し
が
感
じ
ら
れ

る
風
景
、
あ
な
た
だ
け
が
知
っ
て
い

る
細
い
路
地
裏
や
朝
日
が
き
れ
い
に

見
え
る
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
、
特
別
な
景

観
だ
け
で
な
く
、
日
常
の
景
観
も
大

歓
迎
で
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問都市計画課 景観・まちづくり係
　☎ 551-0116　 FAX 552-7000

すだじいの百年日記
～栗東景観よもやまばなし～

vol.43

みんなでつくろう！りっとう景観図鑑

※写真は応募の一部です
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キラリ☆りっとう

　咲かせよう　優しい言葉で　笑顔の花
～21世紀スローガンコンテスト 努力賞作品～

キラリと光る栗東ならではの歴史、ブランド、企業、取組みなどを紹介しています。

今月のキラリ★ブランド

今月のキラリ★企業

三菱重工工作機械株式会社

　私たちは、さまざまな産業の根幹となる「工作
機械と切削工具」を製造･販売しています。
　例えば、車のトランスミッション（変速機）な
どに組み込まれている「歯車」を作るための歯車
工作機械は、当社の主力製品の一つで、国内シェ
ア№１、世界シェアはトップクラスを誇ります。
国産自動車の「歯車」は、ほぼ当社製の機械で製
造されています。ほかにも飛行機や鉄道車両、風

力発電などの大型の金属部品
を削る大形工作機械を作って
います。いずれも最先端技術
を用いた製品で高い品質と生
産性を兼ね備え、国内にとど
まらず世界各国の産業活動
に寄与しています。
　私たちが栗東市に工場を構えたのは1983年（昭
和58年）のことで、京都の太秦から移転してき
ました。その後、広島の工場も統合させ事業を拡
大。昨年10月には、三菱重工の事業会社「三菱
重工工作機械株式会社」として独立し、本社を栗
東としました。これまでも地域社会の一員とし
て、工場周辺の清掃、めぐみの森林育成ボランテ
ィア、ひだまりの家の学習支援ボランティアなど
に取り組んできましたが、引き続き、三菱重工工
作機械の本社として、地域の皆さまに親しまれる
会社になるよう努めてまいります。

■住所…六地蔵130　☎553-3300 FAX 552-3745
■ホームページ…http://www.mhi-machinetool.com

世界の産業を支える歯車工作
機械（上）と大形工作機械

▲

　こんにちは、くりちゃんだよ。今月はキノコを
日本で唯一祭る神社としてインターネットで話題
になっていると聞いて、栗東市中

なか

沢
ざわ

にある菌神社
に来たくり。
　キノコは今、栄養豊富で低カロリーなことでも
注目されていて、菌神社は女性を中心に参拝する
人が増加している穴場スポットだよ。舒

じょ

明
めい

天皇
が637年に神様を迎え、奉ったと伝えられる歴史

問管理者 伊
い

砂
さ

砂
さ

神社 ☎562-1725　
　商工観光課 ☎551-0236　 FAX 551-0148

ある神社で、本
殿は栗東市の指
定文化財なんだ。
景
けい

行
こう

天皇のころ
（西暦100年代）武

たけ

田
だ

折
おりの

命
みこと

という人が田植えを
した時に、一晩で田んぼ一面にキノコが生えてき
たことがあったんだって。そのことを聞いた天皇
が菌
くさびら

田
たの

連
むらじ

という苗字を武田折命さんに与えたこ
とが菌神社の由来だといわれているよ。
　５月５日に行われる例大祭では神社で作った「ジ
ャコずし（雑

ざ

魚
こ

の「なれずし」）」が供えられるよ。
昔は中沢の平

へい

八
はち

池
いけ

でとれた魚を使っていたそうだ
よ。神社は森に囲まれていて、キノコも生えてい
ることがあるからみんなも観察してみるくりー。

菌
くさびら

神社

昨年10月に美
み

知
ち

メセナを利用して県道12号線沿いにサツキを植樹
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８月27日（栗東歴史民俗博物館）
　栗東市美術協会により、「夏休み書写教室」
が開催されました。「小学校の宿題である書
写を楽しみながら仕上げてほしい」と、美
術協会「書の部」の講師が指導。子どもた
ちは、手本を横に、筆の使い方などを学び
ながら、力強い作品に仕上げていました。

音
楽
で
い
っ
ぷ
く
す
る
ひ
と
と
き

ま
ち
に
元
気
！ 

栗
東
駅
前
夏
祭
り

８月28日（さきら）　
　「第5回栗東駅前夏祭り」が開催されまし
た。オープングでは、「ダンスショー」とし
て、子どもたちが元気いっぱいのダンスを
披露し、夏祭りの始まりを盛り上げました。
ステージ発表、屋台、縁日など幅広い世代
が楽しめる内容で、栗東駅前が賑わいました。

８月21日（栗東歴史民俗博物館）　
　「心の中にある『音のタイムカプセル』
を開けるようなひとときを楽しんでもらお
う」と、安養寺山音楽会による「ちょっと
いっぷく音楽会」が開催されました。金管
五重奏、ビオラ、リコーダー演奏などにより、
来場者が和やかな時間を過ごしました。

夏
休
み
に
書
写
を
楽
し
む

８月 28 日（葉山東小学校）
　開校時に設置された運動場のト
イレの外壁を塗り替えようと、塗
装体験イベントが開催されまし
た。児童、保護者、地域の皆さん、
教職員など約 50 人が協力して、
若葉色に塗装し、関係者の皆さん
の手により、トイレが美しく生ま
れ変わりました。

運動場のトイレを
みんなで新しく

新
善
光
寺
一
帯
を
あ
か
り
で
演
出

８月16日
（林地域）
　新善光寺の万
灯会にあわせ、
栗東市観光物産
協会と林自治会
をはじめとする
関係団体との協
働による「はや
しの里あかりの
演出2016」が開催されました。新善光寺一
帯が露地行灯などのやわらかなあかりで演
出され、来場者が夏の夜、普段とは違った
幻想的な空間を楽しみました。

※地元企業である㈱大角工務店と大同塗料㈱の企画・協力により、材料などは無償提供されました。
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フ
ォ
ト

ニ
ュ
ー
ス

８月19日（さきら）
　コンサートや演劇などのイベントが開
催される、栗東芸術文化会館さきらの舞台
裏をめぐる、バックステージツアーが開
催されました。参加者は、普段は客席か
ら見ることのできない楽屋、音響室、調光
室などを見学。スタッフに教えてもらいな
がら操作体験もし、ツアーを楽しみました。

さきら舞台裏の
秘密を知ったよ

８月26日（金勝地域）
　市内各地域では、夏休みに合わせ、自主防犯活動が展開さ
れました。金勝地域では、平成24年から、青色回転パトロー
ル車による防犯活動を実施し、夏期と年末年始は夜間集中パ
トロールを行っています。この日は、防犯連絡協議会の皆さ
んが４台の車で１時間半かけ、不審者がいないかなど、地域
を安全点検。地域住民の力が犯罪抑止につながっています。

青色回転パトロール車で夜間防犯活動

８月24日（コミュニティセンター治田）
　地域の絆を深めるため、治田学区で元気
創造まちづくり事業の一つとして毎月第４
水曜日に開催されている「憩いの場」。８
月は陶芸教室が開かれました。市内で陶芸
教室を開く「ねんどこ」代表の高田静代さ
んから指導を受け、思い思いの作品を作っ
た参加者。焼き上がった作品は11月６日
の「治田まつり」で展示される予定です。

陶芸教室で
地域の住民が交流
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広告欄
有料広告掲載のお申込み・お問合せは　広報課 ☎551-0641　554-1123へ（掲載料金：本文最終ページ：１枠30,000円）
掲載内容のお問合せは、直接広告主へ。内容に関する一切の責任は広告主に帰属し、市が推奨するものではありません。

この広報紙は地域の間伐材とベジタブルインクを使用しています。

FAX

http://www.gyosei-konan.jp/
遺言書や相続、成年後見、入国管理局の手続きや帰化申請、
農地転用や開発許可、建設業の許可や会社設立に関する相談

左
記
以
外
に
も
定
期
的
に

相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

当
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
下
さ
い
。

日時 ： 10月23日（日）10時～16時
会場 ： 樂修院（平和堂守山店4階）

滋賀県行政書士会湖南支部

～当日は予約なしでも利用できますが、できるだけ
　ホームページ又は電話にてご予約ください～

ないき

★輝く栗東人
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広
報
R
り
っ
と
う

it
t
o

No.９
３

３
2016  １

０
・

１

人口（９月１日現在）　人口68,010人　男33,917人　女34,093人　前月より 158人増　世帯数26,480世帯

小学４年生の時から、「全国小学生陸上競技交
流大会滋賀大会」に出場し、学年別３年連続
で優勝。５・６年生時は、県代表として全国
大会にも出場。
走り幅跳びでの２年連続全国大会出場と県大
会学年別３連覇は滋賀県初の快挙。

「第32回全国小学生陸上競技交流大会」は８月
19・20日に横浜日産スタジアムで開催された。

■
走
り
幅
跳
び
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　

兄
が
2
人
い
て
、
ど
ち
ら
も
陸
上
を

し
て
い
ま
す
。
小
学
３
年
生
の
頃
、
６

歳
上
の
真
ん
中
の
兄
が
走
り
幅
跳
び

を
し
て
い
る
姿
を
見
て
、「
自
分
の
ほ

う
が
跳
べ
そ
う
！
」
と
思
い
ま
し
た
。

昔
、
走
り
幅
跳
び
の
選
手
で
、
今
は
コ

ー
チ
を
し
て
い
る
父
の
勧
め
も
あ
り
、

４
年
生
か
ら
県
内
の
陸
上
教
室
に
入
り

ま
し
た
。
父
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な

が
ら
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

■
楽
し
さ
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
？

　

試
合
で
、
跳
ん
だ
後
に
計
測
記
録
を

言
わ
れ
る
ま
で
は
ド
キ
ド
キ
し
ま
す

が
、
よ
い
記
録
が
出
た
時
が
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
。 

３
ｍ
71
㎝
→

４
ｍ

36
㎝
→

４
ｍ
50
㎝
と
、
４
年
生
か
ら

学
年
が
上
が
る
ご
と
に
記
録
を
伸
ば
し

て
き
ま
し
た
。
一
番
心
に
残
っ
て
い
る

試
合
は
、
５
年
生
の
時
の
滋
賀
県
大
会

で
す
。
６
年
生
が
い
る
中
で
優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
６
年
生
は
、
自

分
よ
り
も
も
っ
と
跳
ぶ
選
手
が
１
人
い

た
の
で
、
ま
さ
か
と
驚
き
ま
し
た
。
滋

賀
県
代
表
と
し
て
全
国
大
会
へ
の
出
場

に
つ
な
が
っ
た
思
い
出
の
大
会
で
す
。

■
今
年
の
全
国
大
会
は
ど
う
で
し
た
か
？

　

６
月
の
中
学
記
録
会
招
待
レ
ー
ス
で

１
０
０
ｍ
の
記
録
が
13
秒
８
を
出
せ
て
か

ら
助
走
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
り
は
じ
め
、
自

信
が
つ
き
ま
し
た
。
２
回
目
と
な
る
全
国

大
会
な
の
で
、
上
位
を
狙
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
目
標
は
５
ｍ
跳
ぶ
こ
と
。

フ
ァ
ー
ル
を
せ
ず
に
確
実
に
記
録
を
残
す

た
め
、
踏
み
切
る
前
の
助
走
に
ポ
イ
ン
ト

を
置
き
、
練
習
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
台
風
の
影
響
で
雨
の
中
、
身
長

１
７
０
㎝
近
い
選
手
も
多
か
っ
た
と

い
う
普
段
と
は
違
っ
た
大
会
の
状
況

で
、
緊
張
し
て
し
ま
い
、
自
分
の
跳

び
方
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
不
満

足
な
結
果
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

く
や
し
さ
を
バ
ネ
に
今
後
も
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

■
将
来
の
夢
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

中
学
で
は
陸
上
部
に
入
り
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
し
、
７
ｍ
跳
べ

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。
昨
年

の
全
国
大
会
前
に
、
日
本
ラ
ン
キ
ン

グ
２
位
で
８
ｍ
ジ
ャ
ン
パ
ー
の
滋
賀

県
出
身
の
山
川
夏
輝
選
手
に
激
励
と

握
手
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
あ
こ

が
れ
の
選
手
と
対
面
で
き
て
、
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
将
来
は
、

８
ｍ
を
跳
び
、
日
本
を
代
表
す
る
よ

う
な
選
手
に
な
り
た
い
で
す
。

「日清食品カップ全国小学生陸上競技交流大会滋賀大会」
走り幅跳び３年連続優勝

小林俊輝さん
（治田西小学校６年・中沢）

全
国
大
会
で
、
５
ｍ
を
目
指
し
て
ジ
ャ
ン
プ

（４年）

（５年）

（６年）


